AAAS科学技術政策フォーラム報告 by 光盛 史郎 & 科学技術動向研究センター
科 学 技 術 動 向　2007年 6月号
2 3Science & Technology Trends   June  2007
本文は p.28 へ
AAAS科学技術政策フォーラム報告
　2007 年５月３日、４日の２日間、ワシントンD.C. において全米科学振興協会AAAS
（American Association for the Advancement of Science）の科学技術政策フォーラム
が開催された。政策フォーラムは、1976 年以来、毎年春に開催されており、本年が 32
回目となる（2004 年から名称をコロキアムからフォーラムに変更）。参加者は、６回連
続参加となるジョン・H・マーバーガー科学技術担当大統領補佐官（兼大統領府科学技
術政策局長）をはじめとする政府高官、議会関係者、大学の教員及び研究者、関連シン
クタンク研究者・アナリスト、各学会関係者、さらに諸外国の科学技術政策の関係者な
どで、計 400 名以上が参加した。
　ジョン・H・マーバーガー大統領補佐官は、基調講演で昨今の連邦政府研究開発予算
の推移などについて考えを述べ、2003 年度までの５年間におけるNIH の R&D予算の
倍増とそれがもたらした研究者の拡大を例に挙げ、急速に拡大した研究者を従来と同じ
ビジネスモデルで維持することは困難であると指摘した。そして、大学における研究は、
民間スポンサーと新しい関係をつくるなど、財源の多様化によって新しいモデルへ変化
し始めており、連邦政府はこの変化を奨励すべきであるとの考えを示した。
　合同セッションでは、2008 年度連邦政府研究開発予算の分析報告、製薬産業・バイ
オメディカルにおける R&Dの課題や、科学情報の秘匿や公開の問題がテーマとなっ
た。Budget and Policy Program ディレクターのケイ・コイズミ氏は、2008 年度の連
邦政府研究開発予算について、ブッシュ政権は 2012 年までに赤字を削減して財政均衡
を達成するとしていることから、2007 年度に引き続き米国競争力強化イニシアティブ
（American Competitiveness Initiative：ACI）関連予算などの一部を除いて削減傾向に
なったと分析報告した。
　バイオメディカルの生産性の問題点を巡る議論では、膨大な投資に対し FDAの薬剤
及び生物医薬品の承認件数が伸びていない点などが指摘され、急速に発展する医療に、
規制の枠組みが追いついていないため、規制プロセスの改革の必要性が指摘された。一
方、科学情報を秘匿すべきかという問題も議論された。研究の遂行や知的財産権の保護、
個人情報の保護、テロのリスクからの防護などの場面での情報の秘匿は必ずしも悪ではな
いが、国民の健康リスクに関わる場合などでは強く情報開示が求められる。科学情報の取
扱いについては、有効に機能するガイドラインが必要であるという意見が提示された。
　パラレルセッションでは、科学技術において拡大する州の役割、発展途上国における
科学技術及びイノベーション能力の構築、監視・プライバシーと科学技術の役割などの
テーマが設定され、個別に議論が行われたが、昨年までのフォーラムでは比較的大きく
取り上げられてきた国土安全保障問題は、トピックを監視技術と社会、プライバシーの
問題等に絞って議論が行われた。
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AAAS科学技術政策
フォーラム報告
光盛　史郎
総括ユニット
　2007 年５月３日、４日の２日
間、全米科学振興協会AAAS注１）
（American Association for the 
Advancement of Science）の科学
技術政策フォーラムがワシントン
D.C. において開催された。政策フ
ォーラムは、1976年以来毎年春に
開催されており、本年が 32回目
となる１）（2004 年の会合から名称
をコロキアムからフォーラムに変
更）。
　この政策フォーラムは、多数の
テーマについてシンポジウムが開
かれる大規模なAAAS年次大会
とは異なり、セッションやテーマ
数も限られたものであるが、科学
技術予算の議会審議の動向や政策
的重点課題、近年の状況変化など、
米国の科学技術コミュニティが直
面している課題を取り上げ、科学
者や政策関係者等が一同に会して
これらの問題について認識を共有
し、討論を行う重要な機会を提供
している。
　本年は、６回連続参加となるジ
ョン・H・マーバーガー科学技術
担当大統領補佐官（兼大統領府科
学技術政策局長）などの政府高官、
下院科学技術委員会のバート・ゴ
ードン委員長（民主党、テネシー
州）などの議会関係者、大学の教
員及び研究者、関連シンクタンク
研究者・アナリスト、各学会関係
者、さらに諸外国の科学技術政策
の関係者など計 400名以上が参加
した。本年設定されたテーマは以
下の通りである２）。
〈合同セッション〉
蘆  2008 年度の連邦政府研究開発
予算の分析報告
蘆 製薬産業とバイオテクノロジー
R&D
蘆 科学情報の秘匿と公開の問題
（sequestered science）
〈パラレルセッション〉
蘆 科学技術において拡大する州の
役割
蘆 発展途上国における科学技術及
びイノベーション能力の構築
蘆 監視・プライバシーと科学技術
の役割
　本稿では、この政策フォーラム
で議論された主なポイントを報告
する。
注1：AAASは、科学者、技術者、科
学教育者、政策決定者など総計14万
人以上の会員を擁する世界最大規模の
非営利の会員制団体であり、「Science
（サイエンス）」誌の発行元として知ら
れている。
■用語説明■
2   2008年度の連邦政府研究開発（R&D）予算要求について蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
　2007年２月５日にリリースされ
た、2008年度の予算教書における
連邦政府予算要求は２兆 9,020 億
ドルで、そのうち連邦政府R&D
予算は 1,430 億ドル、2007 年度比
1.3％増となっている３）。この内訳
を見ると、58％（約 829 億ドル）
が防衛関連R&D予算であり、残
りの 42％（約 600億ドル）が非防
衛関連R&D予算となっている。
防衛関連R&D予算の約 95％を占
める国防総省（DoD）のR&D予
算総額は前年度比 1.0％増の 789
億 9,600 万ドルであり、特に、兵
器開発予算は 5.5％増の 681 億ド
ルとなった。一方、DoDの基礎
研究及び応用研究を含む科学技術
予算は、20.1％減の 109 億ドルと
減少傾向にある（但し、DoDの
R&D予算総額に占める科学技術
予算の割合は約14％程度）。
　AAAS R&D Budget and Policy 
Programディレクターのケイ・コ
イズミ氏は、ブッシュ政権は2012
年までに赤字を削減して財政均
衡を達成することを目標として
いることから、連邦政府R&D予
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算は全体的には、2007 年度に引
き続き 2008 年度も、米国競争力
強化イニシアティブ（American 
Competitiveness Initiative：ACI）
関連予算などの一部を除いて、削
減傾向となったと報告した。具体
的には、２年目に入ったACI 対
象機関であるエネルギー省科学局
（DoE‐OS）、国立科学財団（NSF）、
国立標準技術研究所（NIST）（研
究所分）に、引き続き高い優先順
位が与えられている一方、その他
の機関におけるR&D予算は同水
準または低減され、国立衛生研究
所（NIH）も 1.2％の削減となっ
ている。また、連邦政府R&D予
算のうち、基礎研究は 0.2％減（282
億ドル）、応用研究は４％減（271
億ドル）、開発予算は 2.9％増（828
億ドル）と、基礎研究および応用
研究予算が減少する一方、開発予
算の増加が顕著に現れている。こ
れには、DoDの開発予算の増加
が大きく影響している（図表１及
び２参照）。
　また、気候変動への関心が高ま
り、政策的対応方針が示されたに
も関わらず、気候変動科学プログ
ラム（CCSP）への歳出は 2008 年
度 7.4％低下した。コイズミ氏に
よると、これは、気候変動科学の
最大のスポンサーであるNASA
の関連予算削減によるものである
とのことである。
発言のポイントを以下に示す。
蘆 大学に求められる研究財源の
　多様化と新しいビジネスモデル
　2003 年度までの５年間にNIH
の R&D予算は倍増し、それが研
究者の拡大をもたらした。この急
速に拡大した研究者を従来と同じ
ビジネスモデルで維持することは
困難である。今日、連邦予算の獲
得競争が増大する中で、大学が民
間スポンサーと新しい関係を築く
など、大学における研究は、財源
の多様化によって新しいモデルへ
変化し始めている。連邦政府は、
この変化を奨励する。また、今後、
連邦政府のR&D予算は、拡大す
る研究規模に対応できるほど急速
には伸びないとの見通しである。
連邦政府、州、民間資金の相互の
図表１　各省庁における 2008 年度 R&D予算要求比率（対 2007 年度）
出典：Kei Koizumi“Federal R&D Investments in the FY 2008 Budget”より
図表２　R&D予算の推移（1976 ～ 2008 年度）
単位：10億ドル      出典：Kei Koizumi“Federal R&D Investments in the FY 2008 Budget”より
3   米国が直面する科学技術政策の課題 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
３‐１
マーバーガー科学技術担当
大統領補佐官のスピーチ
　マーバーガー補佐官は、本年で
６回目となる基調講演で、米国の
科学技術コミュニティが直面して
いる課題や連邦政府R&D予算の
動向などについて講演した。主な
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連携について、さらに検討が必要
である。
蘆安全保障措置がもたらす
　ネガティブ・インパクトへの
　懸念と政府の取組み
　9.11 同時多発テロ発生以降の安
全保障上の処置が科学に及ぼす悪
影響（ネガティブ・インパクト）
については、いわゆる学生査証の
発行状況はかなり改善された。し
かし、海外からの訪問研究者に対
する無作法な査証プロセス、過度
の輸出規制の実施、軍民両用可能
なバイオサイエンスに対する過剰
規制、主要な国立研究所のユー
ザプログラムを抑圧するような安
全保障措置など、まだ深刻な問題
が解決されていない。しかし、同
時に、これらの問題の解決に向
けて、政府は多数の省庁間委員会
を設置するなどして取り組んでい
る。例えば、2004年に設置された
National Science Advisory Board 
for Biosecurity（NSABB）（2007
年４月に“Proposed Strategies for 
Minimizing the Potential Misuse 
of Life Sciences Research”と題す
る報告書を公表）は、軍民両用可
能なバイオサイエンスの問題への
取組として、取扱注意の科学情報
に関する公開制限のガイドライン
を検討している。また、商務省も
輸出規制問題に対して取組んでい
る。メディアはこのような取組み
をもっと取り上げるべきである。
蘆新しい科学技術指標への取組
　―「科学政策の科学」
　私は、2005年の政策フォーラム
で、連邦政府R&D予算を対GDP
比でとらえることは、国の科学
力を測る上で必ずしも有効な指標
ではなく、より定量的な科学技術
指標のための新しい“science of 
science policy”（科学政策の科学）
が必要であると訴えた。これに呼
応し、米国内では、NSFが“science 
of science policy”プログラムを
スタートした。また、国際的には
OECDなどでも議論が始められた
ことは高く評価できる４）。
蘆AAASの予算分析に対する批判
　2008年度連邦政府予算に関する
AAASの分析レポートに関して
は、イヤマーク（紐付き）予算注２）
の取り扱いに重大な欠陥があると
思われる。同レポートが 2008 年
度のDoD科学技術（S&T）予算
について大幅に削減（前年度比
20.1％）したと分析している（図
表１参照）が、この分析結果は最
近のイヤマーク予算を巡る議論を
正しく反映しておらず、予算に関
する議論で広く参照されるAAAS
の分析レポートの読者に誤った情
報をもたらすものである。
　私は、昨年度の政策フォーラ
ムにおいても、イヤマーク予算が
過去５年急速に増加しており、研
究機関のミッションに脅威を与え
る段階に達しているという問題点
を指摘すると共に、AAASに対
して、大統領府科学技術政策局
（OSTP）と大統領府行政管理予算
局（OMB）とも連携し、科学技
術予算分析におけるイヤマーク予
算の包括的な取り扱い方法を検討
するよう要求した。それにも関わ
らず、AAASの 2008 年度予算分
析レポートでは上述のような不備
が改善されていない。
※ 筆者補足：DoD科学技術（S&T）
予算が大幅に変化した理由は、
ブッシュ政権のイヤマーク予
算改革に基づいて、イヤマーク
予算が取り除かれたためである
が、これを単純にDoDの科学
技術予算が激減したと解釈する
のは間違いである。DoDのイ
ヤマーク予算には、糖尿病の研
究など本来DoDが行うべき研
究とは言えないようなプロジェ
クトが含まれるケースが多々あ
り、これが削減されたことが必
ずしもDoDの本来の研究開発
予算の削減を意味する訳ではな
い。イヤマーク予算改革は、不
必要なイヤマーク予算をカット
し、当該機関が本来行うべき重
要な研究にしかるべき予算が執
行されるよう軌道修正するもの
であり、ここでのマーバーガー
補佐官の批判は、AAAS の分
析は、この点を十分踏まえた説
明になっていないという主旨と
考えられる。
３‐２
製薬産業・バイオメディカルに
おけるR&Dの課題
　本年のフォーラムの３つの全
体セッションのひとつとして、
「製薬産業とバイオテクノロジー
R&D」が取り上げられた。製薬
に関するR&D、生産性とイノベ
ーション、知的財産権、臨床試
験における政策的挑戦などについ
て、大学、企業、研究機関の現状
注2：イヤマーク予算は、競争的に選択される他の予算と異なり、その使途が議会
により特定される予算であるが、近年急速に増加しており、特定の議員選挙区への利
益誘導型予算として多用されたり、そのプロセスが不透明である点や、本来の重要な
研究への予算措置を阻害する点などが政権内でも問題視されていた。ブッシュ大統領
は、2007年 1月の一般教書演説で、イヤマーク予算プロセスの透明性とアカウンタ
ビリティの拡大のため、議会に対して全てのイヤマーク予算の情報開示とイヤマーク
予算の半減を求めるなど、包括的な改革を打ち出した 5）。2007年 2月に承認された
継続予算決議ではイヤマーク予算のモラトリアムが盛り込まれ、全てのイヤマーク予
算が一時凍結された。今後は改革の流れを受けてイヤマーク予算はより厳選されたも
のだけとなる見込みである。イヤマーク予算に関するデータベース作りを進めている
OMBによれば、イヤマーク予算は05年度だけで13,497件、190億ドルに達し
ており、DoDだけで過半数を占める。
■用語説明■
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認識と問題提起が行われた。この
セッションでは、Haseltine Global 
Health 社のウィリアム・ヘーセル
ティン会長が製薬産業の現状につ
いて概観し、R&D投資に比して
新薬の承認件数が大幅に減少して
いることを取り上げた。その要因
としては、病気を治すためではな
く、巨大市場のために商品開発を
行っている大企業の姿勢があると
し、企業においてアイデアを製品
に結び付ける能力が阻害されてい
る可能性を指摘した。
　このような、バイオメディカ
ルにおける生産性の問題点につい
て、ノースウェスタン大学のスコ
ット・スターン教授は、①膨大な
投資にもかかわらず、FDAの薬
剤及び生物医薬承認件数は 1980
年代と同程度である注３）、②（遺
伝学からシステム生物学へ発展
しているように）この 30年間に
科学は劇的に進歩したにも関わら
ず、治療や診療の大半は旧来の科
学や伝統的な技術に基づくもので
ある、③バイオテクノロジー産業
は大小数千社もの企業が存在する
が、ほとんどの治療は、既存の大
手製薬企業によって商業化され、
従来のFDAパラダイムの下で規
制されている、といった、バイオ
メディカルの生産性が抱えるパラ
ドックスがあると指摘した。急速
に発展するオーダーメード医療の
実験などに対して、規制の枠組み
が追いついていない点なども指摘
し、規制プロセスの改革の必要性
を訴えた注３）。
　また、Engel & Novitt 法律事務
所のジョン M. エンゲル氏は、バ
イオメディカルR&Dの促進にお
いては知的財産権（IPR）が重要
な役割を果たしていることを取り
上げた。IPRは、民間企業が投資
に対してリターンを得ることを可
能にするイノベーションに不可欠
な原動力であると同時に、高いリ
スクを緩和するための効果的なセ
ーフティネットであると、IPRの
民間R&Dにおける重要性がます
ます高まっていることを強調した。
　その他の課題として、国立医学
図書館のデボラA.ザーリン氏は、
臨床試験が抱える問題点を明らか
にしている。今日、４万件弱の臨
床試験のうち、65％が薬物を対象
とした臨床試験であり、製薬産業
がスポンサーとなる試験に多くの
ボランティアが参加している。し
かし、それらの試験が正当な科学
的試験なのか、結果を有利にする
ための試験なのか疑わしい点もあ
るとし、試験に参加するボランテ
ィアを不当なリスクから如何に保
護するか、結果に誰がアクセスで
きるのかどうやって決めるのか、
結果が有効であることをどうやっ
て保証するのか、といった疑問を
投げかけた。また、多くの臨床試
験結果が公表されておらず、公表
データ上にも発見されにくい間違
いがある。これらは倫理的にも科
学的にも問題があると指摘し、政
策的対応の必要性を訴えた。
３‐３
“Sequestered Science”
（科学情報の秘匿と公開の問題）
　情報の共有、開示、マネジメ
ントといった観点から、科学情
報の秘匿をどう考えるか、すなわ
ち、科学技術情報をすべて公開す
べきなのかという点についても議
論された。テキサス大学のウェン
ディ・ワグナー教授は、研究の遂
行や知的財産権の保護、個人情報
の保護、テロのリスクからの防護
などの場面では、情報を秘匿する
ことは必ずしも悪ではないとしつ
つも、国民の健康リスクに関わる
場合などでは強く情報開示が求め
られ、有効に機能する実際的なガ
イドラインを考える必要があると
の考えを示した。エクソンモービ
ル社シニアヘルス・アドバイザー
のマイロン・ハリソン氏は、企業
秘密情報によって人々の健康に害
が及ぼされないことを保証するた
めの適切な措置が必要であるとの
考えを示した。また、国民の健康
に関するリスク情報の開示につい
て、米国化学工業協会（American 
Chemical Council）が進めている
Long‐range Research Initiative
（LRI：化学物質が人間の健康や
環境に与える長期的影響などにつ
いて研究）を例に挙げ、LRIでは
研究者があらゆる発見を承諾無し
に公表できる権利を有していると
紹介し、あらゆる結果の公表に取
り組むことは、研究の質の向上に
不可欠であり、LRIはその良いモ
デルであると述べた（ハリソン氏
は“Sequestered Science”を「国
民が容易に入手できない科学の成
果」と定義している）。
３‐４
科学技術において
拡大する州の役割
　本年のパラレルセッションのテ
ーマのひとつに設定された「科学
技術において拡大する州の役割」
注3：米国食品医薬品局（FDA）が 2004年 3月に発行した報告書“Innovation 
or Stagnation：Challenge and Opportunity on the Critical Path to New 
Medical Products.”においても同様の指摘がなされている 6）。報告書は、近年、新
薬などの申請件数が劇的に減少している点や、今日のバイオメディカル革命がもたら
す期待にも関わらず、新しい科学の発見が効果的で安全な医薬品の開発に迅速につな
がっていない点を指摘している。同報告書は、その原因として、今日の医薬品開発パ
スが、より挑戦的で非効率かつ高コストになっているとともに、驚異的な基礎科学の
発展に対して、医薬品開発に求められる応用科学が追いついていないとし、研究室レ
ベルの概念を商品に効果的に結びつけるクリティカル・パスのブレークスルーが必要
であるとしている。
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では、ニューメキシコ州、ペンシル
バニア州、カリフォルニア州、ア
リゾナ州などの取組み事例が紹介
され、科学技術の発展に果たす
州政府の役割や地域連携の在り方
などについて議論が行われた。
　ニューメキシコ州知事の科学ア
ドバイザーであるトーマス・ボウ
ルズ氏は、同州は、ロスアラモス
およびサンディア国立研究所、フ
ィリップス研究所、ホワイトサン
ズ空軍基地など大規模な連邦政府
の施設が集積（R&D予算で年間60
億ドル）する科学技術基地である
とし、航空宇宙やバイオ、エネル
ギー、ITなど同州の強みを生か
した長期のR&D投資やインセン
ティブ政策を進め、州レベルのイ
ノベーション促進を図っていると
報告した。「我々は資源は有して
いたが、以前は計画と必要な投資
を行なうための強い決意を欠いて
いた」と、同州における今後のイ
ノベーション牽引の要素として、
州レベルでの科学技術政策の意義
を強調した。
　また、カリフォルニア科学技
術評議会（CCST）専務理事のス
ーザン・ハックウッド氏は、同州
において非営利機関であるCCST
が、州知事、あるいは連邦政府へ
重要な助言を行なっていることを
紹介した。CCSTは、全米研究会
議（NRC）をモデルに 1988年に設
置された組織であり、州内の大学、
研究機関、産業界と広く連携し、
州経済の発展に寄与するさまざ
まな取組を行っている。教育も主
要な取組のひとつであり、CCST
内 に California Teacher Advisory 
Council（Cal TAC）を有し、科学
及び数学教育のためのタスクフォ
ースを設置して人材の育成に努め
ている。また、同州における科学
技術の発展動向も紹介し、その課
題を述べた。
　米国では、これまでも、州政府
が科学技術を州経済とリンクさせ
る形で発展させてきた。したがっ
て、州の科学技術の発展に州政府
の果たしてきた役割は大きい。連
邦政府R&D予算が伸び悩む中で、
地域産業との連携の一層の促進や
イノベーション創出環境の整備・
強化など、州が果たす役割はさら
に増大してきている。また、カリ
フォルニア州の環境問題への積極
的な取組みに見られるように、連
邦政府に代わって州政府がグロー
バルな問題においても前面に立っ
て役割を果たす場面が出てきたこ
とは、大きな潮流の変化である。
３‐５
その他の話題
　その他のセッションとして、発
展途上国における科学技術及びイ
ノベーション能力の構築、監視・
プライバシーと科学技術の役割の
２テーマが掲げられ議論された。
　発展途上国セッションでは、世
界銀行の科学技術及びイノベーシ
ョン・能力の構築プログラムや、
ラテンアメリカの取組み事例が紹
介された。また、RANDのアニ ・ー
ウォン氏は、Global Technology 
Revolution 2020 の結果概要を報告
した７）。これは、グローバルな技
術トレンド調査で、16の技術アプ
リケーションを設定し、29カ国を
対象に技術レベルの順位付けを行
ったものである。
　監視・プライバシーに関するテ
ーマは、昨年までのフォーラムで
比較的大きく取り上げられた国土
安全保障問題である。本年は、ト
ピックを、監視技術と社会、プラ
イバシーの問題等に絞って議論が
行われた。内容的には、情報技術
を用いたテロ対策やプライバシー
保護技術の最新動向などについて
の議論であった。
4   おわりに蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
　今年の政策フォーラムは、国民
の関心が、次期大統領選挙に向け
た各候補者の動きと、イラク駐留
米軍問題を巡るブッシュ大統領と
議会の駆け引きに大きく集中する
中で開催された。会議参加者の最
大の関心は、減少傾向にある連邦
政府R&D予算への対応に置かれ
ていた。防衛開発関連予算とACI
関連予算に高い優先順位が与えら
れる一方、その他の機関のR&D
予算は現状維持または削減傾向に
ある中で、いかにして研究活動を
維持・発展させることができるか、
州に期待する役割や、製薬産業界
の抱える課題など、各セッション
における議論でも共通課題となっ
ていた。
　一方、2007年１月の一般教書演
説で、ブッシュ大統領が今後 10
年間でガソリン消費を20％削減す
るとの目標を発表し、気候変動問
題に積極的に取り組む姿勢を打ち
出したこともあって、日本では関
心の高まっていた環境問題につい
ては、本年のフォーラムでは特別
にセッションが設定され議論され
るといった場面はなかった。しか
し、クリーンエネルギーについて
は、昨年のフォーラムにおいて議
論されたテーマでもあり、また、
気候変動問題についてもAAAS
理事会が４月 28日付で危機感を
表す声明を発表してフォーラム会
場でも配布するなど、AAASとし
ても環境問題には引き続き高い関
心を有していることが伺えた８）。
　AAASフォーラムは、マーバー
ガー大統領補佐官をはじめ科学技
術政策の中枢にいる主要キーパー
ソンが米国の科学者コミュニティ
と一同に会する会合として、歴史
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的にも貴重な役割を担ってきた。
今後もその役割を果たし続けるも
のと思われるが、この重要な政策
議論の場に日本からも引き続き参
加し、米国の科学技術政策が抱え
る重要課題を把握することは非常
に有益であると考えられる。
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